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序章 変革の時代における思考 
知識主導社会の到来とパラダイムシフト 

昨日までの安穏とした日々の延長線上に明日はありません。豊かな
将来像を描き、仕組みを作り、それを遂行する一連の活動を怠って
いると、いつの間にか世界の中でも低迷した状況に転落してしまう
ことになります。現代は〈知識主導社会〉であり、知恵を絞り、思
考し、的確な意思決定をしていくという知の基本動作を遂行してい
かなくてはなりません。 

今世紀に入り、知識主導社会への移行が急速に進み、前世紀流の大
量生産・大量消費、画一的成長の世界は崩壊しつつあります。事業
領域もより複雑な様相を呈してきており、常に変化し、多様な価値

序章
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観を許容し、新たなものの見方や方法がないと、富を生み出し、明
るい未来を築いていくことはできません。いわゆるプロダクト、サ
ービス、システムといった事業対象に関する扱い方についての新た
な視座が必要になります。 

この大きな転換を、筆者は〈パラダイムシフト〉として捉えていま
す。パラダイムとは、その時代を支えている世界観のことです。宇
宙観における天動説から地動説へのシフト、生物学における創造説
から進化論へのシフト、そして産業上の蒸気機関、コンピュータ、
インターネットといった転換は、いずれもその時代の常識や価値観
を不連続に書き換えてきました。シフトの前後、すなわち旧と新
パラダイムとは翻訳不能であり、旧側と新側との人々との間で
は、お互いに何を言っているか分からない程の隔絶状況になりま
す。新たなパラダイムに適応していくために、旧パラダイムでの活
動を改善したり、最適化していくレベルでは、全く歯が立たないと
いうことになります。 

筆者が本書を『思考の技法 2.0 改訂新版』として書き直すことに
したのは、まさに、この不連続な転換が、AIテクノロジーの台頭
という形で現実になったからです。旧版『思考の技法』
[Otsuki2025]を世に問うた数年の間に、ITシステムを巡る前提条
件は根本から変わってしまいました。本書は、その変化を踏まえ
て、技法の再定式化を試みた一冊ということになります。 

『思考の技法 2.0 改訂新版』
は、旧版での技法の再定式化・再
構成を提示 

思考

Ichi Corporation 2025.11.30

の
技法

新訂版

大槻 繁

改訂新版
Revised New Edition

思考の技法
The Art of Thought

2.0
知を構造化し、未来を設計する

⼤槻繁
Shigeru Otsuki

ABSTRACT KNOWLEDGE DAG

purpose / abstraction / semantics

Ichi Corporation 2026.5.5
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AIによる限界費用ゼロ社会 

ジェレミー・リフキンが『限界費用ゼロ社会』[Rifkin2014]を上梓
したのが 2014年です。その主張は、 

デジタル技術の進展によって、 
追加生産・追加サービス提供の費用がゼロになっていく 

というものでした。当時はまだ、ソフトウェアそれ自体の制作、す
なわち〈実装・コード化〉の費用がゼロに近づくとまでは考えられ
ていませんでした。むしろ、ソフトウェア開発は重厚長大路線の象
徴であり、数百名の開発要員で取り組むようなことが散見されてい
た時代です。ソフトウェアの価格も、その開発に携わった人員の労
務に基づいて算出されることが一般的でした。 

ところが、生成 AIの浸透によって、ソフトウェア開発における
〈限界費用〉は限りなくゼロになりつつあります。要求定義から実
装・コード化までの一連の作業は、長期間・多大な労力を要すると
いうのが、つい先日までの常識でした。それが、ゼロに収斂してい
くということは、ソフトウェアに関わる企業のビジネスモデルを根
底から覆すことを意味しています。労務（人月）に価値がなくな
る、ということです。ここで考えなくてはならないことは、それで
は何が価値を生むのか、という問いです。 

〈実装・コード化〉という行為がコモディティ化していくならば、
価値の源泉は、その手前に──つまり、個人の唯一無二の発想と目
的、そして、ITシステムの作動によって触発される個人の認識の
部分に──移っていくことになります。 
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この部分は、生成 AIの学習対象にはなりにくい部分です。価値を
生み出すことは、いわば〈世界〉を創造することであり、創造を表
現する方法は、新たな公理系、新たな方程式、新たなプラットフォ
ームやアルゴリズムといった、知財として提供しうる対象として結
晶化していくことになるでしょう。 

つまり、AIによる限界費用ゼロ社会において価値を生み出すため
に必要な活動は、〈研究（探究）〉ということになります。生成 AI

を超えるシフトをもたらすことを目指すくらいの覚悟がなくてはな
りません。本書は、この覚悟をもった読者に向けて、思考の技法を
新たな前提条件のもとで提示するものです。 

 

人働説から知働説へ 

筆者らが 2009年に〈知働化研究会〉を設立した動機は、当時でも
未だ〈人月の神話〉から脱却しておらず、ソフトウェアの価値に目
を向けることを意図したものでした。レトリックとして「人働説か
ら知働説へ」というコペルニクス転回を想起する表現も活用しまし
た。フレデリック・ブルックス Jrの名著『人月の神話』
[Brooks1975]が、人月をベースにした商取引の不合理性を考察し
たのは 1975年です。 

その不合理は、半世紀近い時間を経てもなお解消されることなく、
ソフトウェア産業を覆い続けてきたわけです。 

〈人働説〉とは、ITシステムの価値を、それを作るのに費やした人
の労働量で測る思想です。これは、前世紀の工業的生産活動の延長
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線上にあり、多くの人数で標準的な手順によって大量生産をしてい
くという発想に親和的でした。これに対し〈知働説〉は、ITシス
テムの価値を、それが組み込んでいる〈知〉で測る思想です。誰
が・何時間かけて作ったかではなく、その〈知〉が世界に対して何
を可能にするかを問います。 

無論、知働説は、人働説と地続きの改善ではありません。人働説の
世界で築き上げてきた管理指標──工数、人月、生産性、稼働率──
は、知働説の世界では指標としての意味を失います。指標が変わる
ということは、組織の評価軸、ひいては組織のあり方そのものが
変わるということです。ピーター・ドラッカーが知識労働者の生
産性を問題提起してから半世紀以上が経過し、それでもなお、多く
の組織が人働説の重力圏から脱しきれずにいるのは、この組織変革
の困難さに由来しています[Drucker2002]。 

生成 AIの台頭は、この重力圏からの脱出速度を、否応なく引き上
げます。実装・コード化が限りなくゼロコストで実行可能になって
いく以上、人月という単位そのものが、商取引の単位として成り立
たなくなっていくからです。 

人月から価値へのシフトは、もはや理念ではなく、生存条件です。 

本書は、この生存条件のもとで、思考の技法をどのように再構築す
べきかを論じる試みということになります。 
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本書の読み方 

本書は、序章＋本論 7章＋終章という構成です。旧版『思考の技
法』をベースとしつつ、その後に書き溜めてきた随想群を有機的に
組み込み、章立てを大幅に再構成しています。読者の関心に応じ
て、以下のように読み進めていただくことを想定しています。 

第 1章では、『思考の技法』の背景となる学問領域と、技法を支え
ている偉人・賢人たちの知の系譜を概観します。〈ソフトウェア
学〉〈システム学〉〈デザイン学〉という三つの学問領域の交差点に
立つ、というのが本書の基本姿勢です。哲学から始まり AI研究に
まで広がる思想的潮流を、技法の構築に必要な範囲で整理していま
す。 

第 2章では、技法の核心三概念である〈目的〉〈抽象化〉〈コミュニ
ケーション〉について、本技法特有の解像度の高さで解説します。
特に〈抽象化〉については、近年の AI研究で注目されている「プ
ラトン表現への収斂」という観察を踏まえ、人間の抽象化操作と
AIの内部表現とがどのように関係するのかを論じています。 

第 3章では、思考の技法を支える哲学を、AIとの向き合い方を規
定する実践的な武器として位置づけ直しています。言語ゲーム論、
新実在論、プラグマティズムに加え、〈AI資本主義〉の構造分析、
ティール思想とアスケル思想の対比など、AIを巡る〈知政学〉の
論点を整理しています。 

第 4章は、本書で大きく拡充された章の一つです。ルーマンの社会
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システム論、サールの社会存在論、ハラリの『NEXUS』を素材と
して、〈社会〉と〈システム〉の定式化に必要なモデル群を提示し
ています。AI時代における制度設計の前提として、おさえておく
べき内容ということになります。 

第 5章は、本書で新設した章です。4E認知、シャノン情報理論を
超える複雑度メトリックス、並行プロセスモデルの体系という三つ
の新展開を、認知・情報・プロセスというキーワードのもとで束ね
ています。理論的拡張に関心のある読者向けの章ということになり
ます。 

第 6章では、組織と能力について、ピーターの法則と成人発達理論
を出発点に、〈自律的システム進化〉や〈構造計算経営〉といった
新たなフレームを導入しています。雇用ゼロ組織経営という挑戦的
な構想についても解説しています。 

第 7章では、技法の実践的な展開として、三位一体モデル、ペンロ
ーズ法、ΛＶモデル、超マシン、オープンダイアローグといった応
用技法を整理した上で、〈AIトークンエコノミー〉と〈思考の技法
サイト〉という最新の筆者自身の簡潔な実践事例を紹介していま
す。 

終章では、〈ラディカル知働化プロセス〉と題して、本書全体の総
括と、未来への展望を論じます。HI（人間知能）と AI（人工知
能）が協働する次世代のパラダイム像と、それを支える〈ディスコ
ース〉の進化について、筆者の見立てを記しています。 
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なお、本書で扱う技法群には、未成熟なもの、先進的なものも含ま
れています。むしろ、読者の方々が、自分用の技法を編み出してい
けるようになれば、本書を執筆する意義があるというものです。 

自らが腑に落ちて、 
自ら編み出した技法ほど強力なものはありません。 

本書がその第一歩のための地図として役に立つことができれば、筆
者も本望です。 
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